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論    文    の    要    旨 
 
本論文は、素粒子標準模型を超えた物理探索で重要となる Cabbibo-小林-益川(CKM)行列要素の一





関係した 3個の CKM行列要素 Vud, Vus, Vubはユニタリー性から関係が付いており、高精度で測定されて






















fm)3 を用い、かつ、改良された QCD 作用により有限格子間隔から来る不定性を抑えた、K 中間子セミレ
プトニック崩壊形状因子の計算を行ったものである。Vusの決定では、運動量遷移の関数として得られる形
状因子の原点の値が重要なので、実験でよく使われている monopole ansatzや QCDの低エネルギー有
効理論であるカイラル摂動論の表式を用いて、形状因子でータの内挿から原点の値を求めている。その





















 平成 31年 2月 8日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
